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1.はじめに 

視覚，触覚，聴覚，味覚によるクロスモーダル現

象を用いた研究は多くなされており，相互に密接な

関係があることがわかる[1]．また，VR（Virtual 

Reality）技術やAR（Augmented Reality）技術を使

って視覚と味覚の関連性を調べた研究も近年増加し

ている[2]．将来的には頭部に装着してバーチャル

空間をダイレクトで見ることができるヘッドマウン

トディスプレイ（以下，HMDと略する）を着用し，

仮想空間内で食べ物の3Dモデルを見ながら食事を取

るようになるだろう．課題となるのは違和感なく食

事ができるための3Dモデルのビジュアルと，メモリ

処理である． 

我々は，3Dモデルのポリゴン数に着目した．仮想

空間で快適な3Dモデルの処理を行うためには，見た

目はある程度妥協する必要がある．しかしながら，

視覚が味覚に及ぼす影響は大きいため，どのような

3Dモデルならば人間は違和感なく食事ができるのか，

仮想空間上で食事をするにあたって支障がないかは

定かではない．本研究では，VR・AR技術を用い，3D

モデルのポリゴン数や解像度によって，実際に食べ

たときの味も変化するのかを実験する． 

2.調査実験 

2.1.実装 

実験で用いる食品は，食感，固さ，味がそれぞれ

異なり，被験者に馴染みあるものにするため，市販

のお菓子とする．チョコチップクッキー，醤油味の

あられ，三色だんごを選定し，3Dモデルを作成した．

予備実験において，チョコチップクッキーはハイポ

リゴンモデルとローポリゴンモデルの差別化をより

顕著にしたらどうかという意見があり，ローポリゴ

ンモデルをさらにトゥーン調のものに変更して，比

較することにした．図1に実験で使用した3Dモデル

を示す． 

実験で使用する機材として，VIVE PRO（HMD）と

ZED Mini（外付けカメラ）を採用した．VIVE PROに

着用したZED Miniを通して食品を認識し，食品の上

に3Dモデルの画像を被せた映像をHMDに流して視覚

情報を上書きする．食品の認識にはYOLACTを使用し， 

セグメンテーションでの認識を行う． 

 

 

 

 

 

 
図 1  実験で使用した 3Dモデル 

2.2実験 

被験者は最初にHMDを着用していない状態で食品

を見て，対象の食品を1回食べて感覚を覚えてもら

う．その後HMDを着用し，食品を人差し指と親指で

つまんでカメラの前に出してもらい，カメラで認識

させる．ハイポリゴンモデルの画像を被せた状態，

ローポリゴンモデルの画像を被せた状態の2回摂食

してもらう．大学内で被験者を募る以外に，学祭で

展示し，10歳未満から60代まで幅広い世代に参加し

てもらい，計66件（チョコチップクッキー：31件，

おかき：18件，団子：17件）の実験を行いアンケー

トに回答してもらった． 

アンケートには味覚について5段階，触感につい

てオノマトペ[3]を提示して10段階で評価してもら

った。得られた結果はウィルコクソンの符号付き順

位検定にかけ，何も見ずに食べたものの結果と，ハ

イポリゴン/ローポリゴンの3Dモデルを見ながら食

べたときの結果それぞれを比較する． 

3.結果と考察 

チョコチップクッキーに関して，図2の通り，

「食品の見た目（ハイポリゴン，ローポリゴン）」，

「甘味を感じるか（ハイポリゴン，ローポリゴ

ン）」，「旨味を感じるか（ハイポリゴン，ローポ

リゴン）」，「ザクザクに当てはまるか（ハイポリ

ゴン）」，「ガリガリに当てはまるか（ハイポリゴ

ン,ハイポリゴンとローポリゴン同士で比較）」，

「ポリポリに当てはまるか（ハイポリゴン）」に対

して有意差がある結果になった．チョコチップクッ

キーではローポリゴンモデルにトゥーン調のモデル

を使用した．トゥーン調のモデルは普通のローポリ

ゴンモデルとは見た目の方向性が全く異なり，チー

プな印象を受ける．そのため，何も被せない状態と

の差が顕著に表れた．「ザクザク」，「ガリガリ」，

「ポリポリ」は固さを表すオノマトペであるため，
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ポリゴン数が多いと固さを感じにくくなることがわ

かった．酸味は元々の食品にない味覚であることか

ら，他の項目と比べても特に差が表れなかった． 

おかきに関して，図3の通り「食品の見た目（ハ

イポリゴン，ローポリゴン）」，「塩味（ハイポリ

ゴン）」に対して有意差があった．トゥーン調でな

いローポリゴンモデルを使用したため，チョコチッ

プクッキーより差が少ない． 

 

 

 

 

 
図 2 有意差があった項目のグラフ 

（チョコチップクッキー） 

 

 
 

図 3 有意差があった項目のグラフ（おかき） 

 

フリーコメントで取得した感想には「見た目で味

が劇的に変わることはなかったが，ある程度は見た

目に左右された」，「食感に変化は感じなかったが，

味覚の面では若干の変化を感じたように思う」など

があった． 

4.終わりに 

本研究では3Dモデルのポリゴン数と解像度の変化

によって味覚が変化するのかに着目し，実際の食品

の上に3Dモデルの画像が被さった映像をHMDを通し

て見て，何も被せずに食べたときと変化があるのか

をアンケートで評価した．結果，トゥーン調のモデ

ルは味への影響が大きいこと，味への影響はポリゴ

ン数よりもテクスチャが重要であることがわかった． 

今後の展望として，食品の幅を広げハンバーガー

や食事のメインとなる食品を3Dモデルに置き換えた

ときには影響が大きくなるのかを調査し，今後メタ

バース内で食事をするにあたって実用的なデータは

何かを決定したい． 
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